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中央ユーラシア1のテュルク系諸民族に伝わる叙事詩で、主人公の勇士が戦う相手は実
在した民族集団であることが多い。デブやアルプ2など超自然的性質を持った存在と戦う
ことも珍しくはないが、外敵として登場するのはモンゴル系カルマクやロシアなど、中央
アジアの周辺で彼らと歴史的にさまざまなかかわりを持った人々なのである。人々の歴史
の「記憶装置」であった叙事詩には種々の情報が含まれているが、そこに周辺地域の人々
がどのように描かれているかを知ることで、この地域の人々が自らと「異なる集団」をど
のようにとらえていたかを理解することが可能となるであろう。
本稿では、中央ユーラシアのテュルク系民族の叙事詩を題材に、そこにどのような「異
民族3」 がどのように描かれているかを整理し、異文化をもつ周辺地域の人々との関係がど
のようなものであったかを論じてみたい。多様な「民族」からなる中央ユーランアの「民
族意識」や周辺「異民族」との関係の実態を知る上での基礎的な情報を提示できればと思
う。
1.英雄叙事詩と周辺民族
中央ユーランアのテュルク系諸民族の日碑には古くからさまざまな周辺地域の「異民族」
が描かれてきた。周辺民族との戦いを描いたもっとも古い作品に「アルプ・エル・トゥン
ガ」がある。「アルプ・エル・トゥンガ」は、旦世紀にマフムード・カーシュガーリーが著
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した 展テュルク語集成』にその断片が載せられているだけで、全体が後世にまで伝えられ
てはいないが、紀元前7世紀のイランとテュルクとの戦いを反映していると指摘されてい
る4。 また西アジアに移動していったオグズ族に伝わる『オグズ・カガン』伝承にも、キプ
チャクやカルルクなどのテュルク系諸部族が擬人化される形で、歴史的状況が反映され、
何らかの歴史的状況を読み取ることが可能だと考えられている。
これらの作品はいずれも早い時代に語られなくなり、ある時期に書き取られたものが後
世に伝えられるようになった作品である。こうした作品は少数であり、テュルク系叙事詩
作品のほとんどは比較的最近まで語り継がれ、その多くは19-20世紀になって採集・記録
されるようになったものである。それらには様々な「異民族」が主人公の敵として描かれ
るが、それらのうち主たるものはキジルバシュ、カルマク、ロシア、中国である。以下、
これら四つの「異民族」がテュルク叙事詩にどのように登場するか、具体的な例をあげな
がら、それらについて論じていくことにする。
2.キジルバシユ
キプチャク族の英雄コブランドゥを主人公とする、カザフやカラカルパクなどに伝わる
『コブランドゥ・バトウル』では、キジルバシュがキプチャク草原の遊牧国家ノガイ・オ
ルダを攻めて、苦しめたと歌われる。
クズルバス5の国から、カザンという勇士が現れた。
素性の分からぬ悲しみがあつた。
ノガイの多くの民を、略奪して、攻め立て、迫害した。
従わぬものを駆逐し減ぼし、絶やさせた。
土地を家畜を奪い去り、そこを通り過ぎていった。
家畜や財産を捨て去って、ノガイの人々は逃げ去った6。
ここでいう「クズルバス (キジルバシュ)の国」がイランを意味していることは確かで
あろう。キジルバシュは、中央アジア側からはイランの軍隊からシーア派信徒やイラン人、
さらにイランそのものを指したからである7。 キジルバシュは、もともとは16世紀のイラン
に勃興したサフアビー朝を支えた遊牧民の軍事集団を表す言葉であった。キジルバシュは
サファビー神秘主義教団の長イスマーイール1世を慕い、彼を助けてシーア派 (十二イ
マーム派)を国教とするサフアビー朝の開設に多大な貢献をした。なおキジルバシュとは、
テュルク語の字義的には「赤い頭」であるが、これは彼らが赤い棒を12の布で巻いたター
バンをかぶっていたことに因んで付けられたためである。
ノガイとは、15世紀から17世紀にかけて、カスピ海北岸のキプチヤク草原に興つたノガ
イ・オルダを指している。ノガイ・オルダは15-17世紀の中央ユーラシアにおいて、大き
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な影響力をもつ国家であった。叙事詩のこの節がサファビー朝とノガイが戦っていた16世
紀後半のユーラシア中央部の状況を歌っていることは間違いない。『コブランドゥ・バ トゥ
ル』では、歴史上の人物は登場せず、登場人物はみな架空の人物であり、また、この作品
がいつの時代を背景としているかについても、ある特定の限られた時代ではなく、キジル
バシュの活躍した16世紀、あるいはノガイ時代である14-16世紀、カルマクとの抗争があっ
た17-18世紀とさまざまな時代を多層的に反映しているといわれる8。 そのため、この作品
から特定の具体的な歴史的出来事を読み取ることは難しいが、この作品では、歴史的イメー
ジとして、あるいは罪台装置としてキジルバシュとの戦いが設定されているものといえよ
う。
さて、このほかに主人公がキジルバシュと戦う叙事詩として、16世紀の歴史状況を具体
的に詳しく映し出した作品 Fカラサイ、カズ』や『アディル・スルタン』があげられる。
『カラサイ、カズ』と『アディル・スルタン』の登場人物は、属コブランドゥ』とは異なり、
歴史上実在した人物であることが特徴的である。なお、これらの作品は、ノガイ,オルダ
の歴史を有力者たちの動きを軸に描いた一連の叙事詩「ノガイ大系」としてまとめ称され
る。
16世紀に現在のイランを中心とした領域を支配したサファビー朝は、オスマン帝国とな
らぶ西アジアの強大な国家として知られ、オスマン帝国やその属国であるクリミア・ハン
国と抗争を広げた。ノガイ・オルダのうち、クリミア・ハン国と友好な関係を保つグルー
プ91まオスマン帝国の側に立ち、しばしばサファビー朝と戦った。サファビー朝はキジル
バシュの名で認識され、叙事詩にも往時の戦いがキジルバシュの名で刻まれているのであ
る。
では、クリミア・ハン国やノガイ・オルダとキジルバシュとの関係がどのようなもので
あったかを具体的に見ていこう。まず、オスマン帝国とサファビー朝との敵対関係やノガ
イ (小ノガイ)とクリミア・ハン国がオスマン帝国の命令に従っていた様子は、ノガイに
伝わるヴァリアントでは次のように歌われる。
(クリミアのアデイルが)20歳になった時、
偉大なトルコのパシャからの
馬の列がやってきて、勅令を届けた1°。
クリミア・ハン国のアデイル・スルタンがサファビー朝へ攻撃を行ったのは、1580年代
であるため、ここでの「偉大なトルコのパシャ」、すなわちオスマン皇帝はムラト3世(在
位1574-95)を意味しよう。オスマン皇帝の勅令を受け取ったアディルは、早速サファ
ビー朝との戦いの準備を行う。
―-111-―
『北東アジア研究』別冊第1号(2008年3月)
数日のうちに戦いの準備を行った
食料を水とともに送った、塩とともに軍勢を送った
イスンの息子勇士スレイマンを軍隊の長にした。
オラクの息子勇士カラサイを軍隊の護り手にした。
さあ、するべきことは行った。
(そして)クズルバスなる敵国の国境に向かった11。
クリミアの王子アデイルは、オラクの息子のカラサイを将軍の一人に任命している。カ
ラサイはノガイ・オルダの有力者の一人で、クリミア・ハン国と近しい人物として知られ
る。16世紀後半に実在したカラサイは、アデイルと並んで、多くの叙事詩に歌われている。
カラサイをはじめとする優秀な戦士がアディルの元に集まり、出陣した様子はこう歌われ
る。「敵クズルバスに向かうため、故郷に別れを告げ出発した。4万の軍勢は武装し、青
い鉄に身を纏い、戦士たちは進んでいった。総大将はアデイルであった。」12
出陣したクリミア軍とキジルバシュとの戦いは、キガシュという場所で行われたと伝え
られる。「そのころキガシュの山にはクズルバスという強敵がいて、そこに行くものはみ
な殺された。クリミアの若いハン、アデイルは軍隊を召集し、クズルバスと戦うためにキ
ガシュ山に向かおうとしていた。4万の兵力でも破れないほど敵は強かつた」13。キガシュ
は、カスピ海北岸のアストラハンの北東にあるキガシュに比定されよう。現在、ロシア領
に属しているキガシュはアストラハンとカザフスタン西部の町アトウラウとを結ぶ要衝で、
鉄道駅が設営されるとともに、両者を結ぶ重要な橋が建設されている。
その後戦場をカズベクなる場所に変え、激しい戦聞が繰り広げられた結果、勇士カラサ
イは魚傷してしまう。「クズルバスヘの道の入り口を確保せよとの知らせをアディルの戦
友が伝え、カラサイとカズに率いられる軍勢はカズベクという町を占領することにした。
六日にわたるクズルバスとの戦いが始まった。その中でカラサイは魚傷してしまった」14。
キジルバシュが攻め落とした町カズベクはロシァとグルジアとの国境近くにあるカズベ
ク山を意味すると考えられる。カズベクはカフカース山脈中央部に位置し、カフカース山
脈でもっとも高く (標高5033m)、またもっとも美しいと称される山頂である。「キジルバ
シュヘの道の入り口」という表現は、イラン地方につながるカフカース北部の要衝をうま
く示している。またカラサイが負傷してしまう場面は、勇猛な戦士をも苦しめるキジルバ
シュの破竹の勢いを示している。
中央ユーラシア・テユルクの叙事詩の多くは主人公の凱旋帰国で大団円的に幕を閉じる
が、反対に主人公の死という悲劇的な結末を迎えるものも少なくない。ノガイやカラカル
パクに伝わるヴァリアントでは、クリミアの勇士アデイルがキジルバシュに殺されて幕を
引く15。「ァディルの軍勢は戦利品を集めていた。集めているときにアデイルは穴に落ちて
しまった。クズルバスは暗い穴の中のアデイルを発見し、穴に入っていつた。アディルは
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脇の刀を振りまわして、彼らに応戦していた。しかし、アデイルは捕らえられ、両手を結
ばれて連行された。これまでノガイのどんな勇士も来たことのない遠い場所に彼はひとり
残された16」。ぁるいは、「戦いに疲れたアディル・スルタンは道中、一人になって少しだ
け休み、横になって眠ってしまった。そのあいだにクズルバスたちが彼を取り囲み、捕ら
えて、殺してしまった17」。このように、強力なキジルバシュ軍団によって命を落したア
ディルの姿は、強い悲劇性をもって後世に伝えられ続けてきたのであった。
『カラサイ、カズ』、『アデイル・スルタン』などのノガイ大系や『コブランドゥ』など
にキジルバシュとの戦いの記憶が刻まれていることは、彼らとの歴史的な関係の深さがう
かがえるが、17世紀以降の歴史について歌った作品にキジルバシュが登場することはほと
んどなくなった。これに替わってカルマクが多く登場するようになるのである。
3.カルマク
カザフやカラカルパクなど中央アジアのテュルク民族の叙事詩において、敵として最も
多く登場する集団はカルマクであろう。カルマクとはオイラト系の西モンゴル人を指す、
テュルク系民族による総称で、なかでもトルグート部やジュンガル部が中央ユーラシアと
のかかわりでは重要な集団である。ジュンガル部は「最後の遊牧帝国」とも称される強力
な国家を建設し、中央ユーランアをしばしば攻撃・席巻した。彼らの一連の攻撃を逃れる
人々の移住が、現在見られるような中央ユーラシアの民族構成や民族分布に大きな影響を
与えたといわれる。この時の災難は、たとえばカザフでは「アクタバン・シュブルンドゥ
(裸足での逃走)」 という固有の言葉で後世に伝えられた。英雄叙事詩もこのときの幸苦を
後代にまで伝える大きな役割を果たしたことは言うまでもない。
カザフとカルマクとの抗争が長く続いたことは多くの叙事詩に歌われる。たとえば、18
世紀のカルマクとカザフとの戦いを背景としたカザフの叙事詩『アルカルク・バトゥル』
では、
カザフのハンが治めていた時代、
カザフとカルマクは戦利品を取って敵同士になった。/
敵となリカザフとカルマクは家畜を取 り合った
終わりなき戦いが起きて、血で血を洗いあった18。
と歌われる。カルマクとの戦いは、カザフのみならずクルグズとも行われた。それは、ク
ルグズに伝わる『マナス』でも主なテーマとなっている。カルマクの戦いの一つは次のよ
う1こ描かれる。
7千もの兵士が時の声をあげて
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(敵の)二人のうち一人が攻撃を受け、7人のうち3人が死んだ。
クルグズは (敵の)兵士を追いやり、斧を額に打ち込んで
5、 6人が四方へ散つて、敵に切りつけた
土埃が昇い上がり、山の斜面を血に染めて
死者の数を数えて/
カルマクに罰を与えてやったのだった19。
ここにはクルグズがカルマクに対して激しく残忍に反撃したことが描かれている。またカ
ザフなどに伝わる『エル・タルグン』では、主人公タルグンがカルマクに姑して勇敢に戦
う様子がこう歌われる。
カルマクが来て包囲した。
アッラーと叫んでタルグンは攻撃した。/
羊の群れに一頭の狼が飛び込んだ。
たくさんのカルマクが倒れる。勇士の力がぶつかる。
タルラン馬は汗だくになった。無数の敵と戦い合った。
ウズベクやカザフ、カラカルパク、バシュコルト (バシキール)などに広く伝わる中央
ユーラシアの代表的な作品である Fアルパミシュ』では、カルマクのタイシャというハン
がカルマクの地にやってきた、コングラト族の勇士アルパミシュに提案する。「タイシャ
が『少年よ、6ヶ月の遠き地から許嫁を探しに来たのか。相撲で勝利すれば許婚のバルチ
ンを手にできるぞ』と言うと、アルパミシュはこれを受け入れた。力士が現れた。相撲が
始まった。敵をつかみ、ハンの足元に投げた。相手はすでに生きていなかった。30分後、
9人の力士たちが敗れ去っていた。誰も彼と戦おうとしなかった。」20
アルパミシュに勝つことができないと悟ったカルマクの人々は、卑Jはな手を使ってでも
彼を倒そうと彼の愛馬バイシュバルを殺そうとする。それは、ついに流血の争いへと発展
する。「カルマクはバイチュバルを殺そうした。しかし近づいてきたカルマク人をチュバ
ルは蹴り上tデた。アルパミシュは、「戦おうというものは誰もいないようだな」と言つて、
チュバルに乗った。カルマクたちは彼を取り囲み、そこから帰そうとしなかった。アルパ
ミシュは怒った。カルマクはアルパミシュに矢を射た。しかし、矢は届かなかった。アル
パミシュは、無数のカルマクの中に、チュバルを駆った。刀を振りまわした。カルマクの
首をはねた。彼の刀が曲がるほどであった。」21
このように叙事詩では、カルマクは中央アジアの人々にとって不倶戴天の敵とされ、激
烈に戦いあう様が描写されるが、叙事詩には、カザフなどテュルク系の人々とカルマクと
の敵対関係や戦闘シーンだけが描かれているわけではない。ここではそうした単純な対立
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構図にあてはまらない例についてとりあげてみよう。
『アルパミシュ』の冒頭部分には、主人公の父と許婚の父が仲違いをしてしまい、その
結果、許婚の家族が故郷を離れて、カルマクの国へ移住するというシーンがある。それは、
故郷を捨ててしまったという前提もあるだろうが、カルマクが移民してきたテュルク系の
人々を受け入れたことを意味している。「バイサル22は6ヶ月と440日離れたタイシャ・ハ
ンの支配するカルマクの地へ移動することを決めた。90頭のラクダに荷を積んだ。「バル
チンは、宗教を知らぬカルマクに嫁がせるJというバイサルに、妻アルトゥン・サチは「や
はり故郷に戻りましょう」と言ったが、彼は聞き入れなかった。6ヶ月と40日かけてカル
マクのくににたどり着いた。カルマクのくにで彼らは貧しい暮らしをしながら、税を納め
て過ごした。」23
バイサルはアルパミシュと同じテュルク系部族コングラトの人であり、カルマクから見
れば「異民族」である。しかし作品からは、「異民族」であっても、貢納さえすれば、カ
ルマクの地で遊牧しながら、暮らすことをカルマクが許可したことがうかがヤ承日れる。もっ
とも、そこでカルマクのハンに優遇されるはずはなく、カルマクのやせた土地で苦しい生
活を送つたということが叙事詩では強調されて歌われているが。
さて、中央アジアの人々を苦しめたカルマクであるが、必ずしも完全なる悪、憎むべき
敵としてのみ描かれているわけではない。カルマクにも勇敢で実直な人物がいることは、
多くの叙事詩に歌われている。またカルマクの生まれでありながら、主人公と親友になる
という例もある。この点について、属アルパミシュ』に登場するカルマクの勇士カラジャ
ンを参考に見ていこう。
カラジヤンは勇敢で力強い戦士であったとされ、叙事詩では優れた勇士として肯定的な
評価がなされる。またカラジヤンは、主人公アルパミシュの許婚を得んとするカルマクの
タイシャ・ハンに対して、「ハンの任務は統治にあり。その娘を得ようとすることは彼の
任にあらず」と言い放った24。 もちろん、カラジヤン自身が主人公の許婚の娘との結婚を
望んでのことであるが、一方で姦計を用いてでも娘を自らの手に入れようとする邪なハン
と姑比した高潔な人物であることが強調されている。
アルパミシュとカラジヤンとの一騎打ちからはさまざまなことを読み取ることが可能で
あると考えられる。まず一騎打ちは、「カラジヤンが 履おまえが先に攻めよ』というと、
アルパミシュは『おまえの髭は白い。年長のおまえが先に攻めよ」と答えた」25と、年輩の
ものが先に攻撃を仕掛けるという戦聞上のしきたり、あるいは年長に先攻権を与えること
が理想的であったということが示されている。
さらに、こうした敵との戦いではイスラーム的要素も強調される。アルパミシュとカラ
ジャンとの戦いでは、「アルパミシュを命名した7人の聖者が現れた。霊力でアルパミシュ
を鉛のように重くした。アルパミシュは非常に重かったため、カラジャンには持ち上げる
ことができなかった。カラジヤンは「彼は胡桃の本で、深く根付いているかのようだ」と
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思い、アルパミシュに攻撃権を与えた。アルパミシュは神の御名を三度唱えて、7人の聖
者を呼びながら、カラジヤンを持ち上げ、投げ落とした」26と、ァルパミシュの名付け親で
あるイスラーム聖者の加護を受けながら体を重くし、微動だにしない。攻撃の際にはアッ
ラーと唱えることで特殊な神通力を発揮し、相手を倒す。つまり、彼自力の力のみによる
のではなく、むしろ和や聖者の加護により、勝利したことが歌われているのである。
叙事詩がイスラームにたいする篤い信仰心を重視することは、その後の場面にも見られ
る。敗北したカラジヤンはアルパミシュに許しを乞い、イスラームヘの改宗を誓う。「私
は愚かにも、自分が優れていると勘違いしていた。私はあなたの神を受け入れ、その神の
信徒を認め、あなたの友人となる所存である。私はムスリムとなった。我がネ申は唯一神で
ある」27。ァルパミシュは攻撃を止め、カラジヤンにイスラームの教義を教え込むとともに、
互いに抱擁し合って、友人となった28。同様なパターンはクルグズの『マナス』にも見ら
れる。カルマク (ヴアリアントによつては後述する中国)の勇士アルマンベトはムスリム
ではなかったが、マナスと出会い、彼の高潔さに心打たれて、アッラーを信仰するように
なる。
カルマクはチベット仏教徒であり、先に見たキジルバシュは同じイスラームではあるも
のの、宗派の異なるシーア派であつた。つまり、彼らと敵対する理由は「異民族」である
ことではなく、信仰を異にする「異教徒」であるためであり、異なる宗教・宗派が姑立の
根拠であると叙事詩は歌っている。ここからは中央ユーラシアの叙事詩のテーマと何をもっ
て「敵」と見なすかをうかがい知ることができそうである。
ところで、「カルマク」という言葉が、歴史上実在した特定の集団を指すではなく、「異
民族」を意味する「記号」となっている部分があることも指摘しておきたい。
上述した『カラサイ、カズ』のカザフのヴアリアント29には、コンドゥケルQongdtter
なる名称の集団が登場する。コンドゥケルはフンカルKhlln karに同定される言葉である。
フンカルはオスマン帝国で「オスマン皇帝」を意味し、この言葉に由来する「フンカル国」
とは、18-19世紀の清朝資料をはじめとして、カザフ・モンゴルの間でもオスマン帝国を
指した30。『ヵラサイとカジ』には、「コンドゥケルというカルマクから勅書がきた。(勅書
には)アデイル・ハンにカラサイとカジを呼び寄せ、カルマクを攻撃せよと (書いてあっ
た)31」と歌われる。コンドゥケルからアデイルに勅書が来たということは、オスマン皇
帝から出征の勅令がクリミア・ハンの息子に届いたことにほかならない。しかし、ここで
はオスマン皇帝に対し「コンドゥケルというカルマク」という表現がなされ、キジルバシュ
ではなく「カルマクを攻撃せよ」という言葉と合わせて考慮すると、「カルマクであるコ
ンドゥケルがカルマクを攻撃する」という矛盾が浮かび上がる。史実では、アディルたち
が戦った相手は、上述のようにキジルバシュ (イラン)であるからである。このことは一
見奇妙なことであるが、おそらく、ここでは「カルマク」という言葉は西モンゴル、オイ
ラトの人々という具体的な集団を指すのではなく、単に自分たちと異なるアイデンティテイ
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をもつ集団という意味で用いられているのではないだろうか。
カザフの叙事詩では、カルマクが具体的なモンゴル系民族としてだけでなく、単なる「異
民族」という文脈でも使われることが多く、『チヨラ・バトウル』でのロシアや [カラサ
イとカズ』などにおけるキジルバシュに対しても、これらに替わつて「カルマク」がしば
しば用いられた32。これは、「アクタバン・シュブルンドゥ」をはじめとする、カルマクに
よる過酷な攻撃が強く記憶に刻まれたことから、カルマクがそのまま敵の「異民族」を指
し示す象徴的な言葉になったことが推測される。カルマクの説明として、「敵の民族名と
いう狭い概念だけではなく、一般的な勇士の敵を意味する」とされることさえある33。ヵ
ルマクが表層としてそれ以前の歴史的記憶に覆いかぶさったことは、[チョラ・バトウル』
のヴァリアント比較によっても明瞭である34。「ヵルマク」という言葉は、とりわけカザフ
やカラカルパクにおいて、他の「異民族」とはもつ意味合いが異なる点が特徴的で注意を
要する。
4.ロシア
中央ユーラシアのテュルク系叙事詩に描かれる「敵民族」として、北方のロシアも様々
な作品に登場する。ロシアの描かれ方は時代によって様々ではあるが、中央ユーラシア・
テュルクの歴史を如実に反映している。ロシアが登場する作品は16-20世紀とたいへん長
いスパンにわたるさまざまな歴史事象を描いていることが、特徴的であるといえるだろう。
なお、ロシアを指す言葉は複数あるが、叙事詩の本文中では原語でそれらを示す。
ロシアとの関係を具体的に伝える叙事詩のうち古い時代を舞台としているのは、叙事詩
『エディゲ』である。
『エディゲ』はノガイ大系の作品のひとつで、ノガイ・オルダの創設者であるエディゲ
(1356?-1419)を主人公にしている。エデイゲは、ジュチ・ウルス (所謂キプチャク・ハ
ン国)のトクタミシュ・ハンの庇護の下で頭角を現すが、やがて彼と反日し、テイムール
の援助を受け、キプチヤク草原の覇者となった。彼の政権はノガイ・オルダの礎となり、
それは、以後この地域において重要な役割を果たすこととなった。エディゲは、ジュチ・
ウルスのトクタミシュ・ハンと戦うだけでなく、リトアニアやロシア (モスクワ公国)な
ど周辺諸国をも攻めた。
Fエディゲ』には、エデイゲがロシアを侵攻したことが暗示されている。テイムールの
娘をさらった、ロシアのアニシムなる勇士をエディゲが攻撃し、テイムールの娘を奪い返
す模様が描かれている。その際、アニシムを殺し、戦利品を奪ったことも叙述される35。
これはエデイゲが1408年に行ったモスクワ侵攻を表していると考えられるだろう36。「ェ
デイゲは堅固な石のクレムリンを襲撃しないことにした。年代記によれば、壁からの激し
い射撃のため、オルダの人々は町にあえて近づこうとはしなかった。ひと月におよぶ包囲
のあと、敵軍は隣国の大地を荒廃させ、捕虜を連れて後退した。エディゲの襲来は実質的
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に終わった。ロシアにおけるハンの権力復興は成功しなかった」37。叙事詩でロシアの勇士
アニシムがテイムールの娘をさらったというのは史実ではないが、このような当時のキプ
チャク車原周辺の状況を示しているのは確かなことである。
なお、エデイゲがロシアにたいする攻撃を行ったことによって、ソ連時代に、叙事詩『エ
ディゲ』は「封建的で人民に有害38」でぁると評され、テキストの出版・公刊をはじめ、
テキストを閲覧することも禁じられ、これを語ることすら許されなかった。ロシアを攻撃
する場面がある『エデイゲ』のテキストは、このシベリア・タタールのヴアリアントをの
ぞいて見られないが、そのこととこうした「エデイゲ批判Jとの間になんらかの相関関係
があったのかもしれない。ソ連末期のペレストロイカ政策の下、「エデイゲ批判」は下火
になり、ソ連崩壊後になってようやく、『エディゲ』のテキストが出版されたり、これに
関する本格的な研究が行われたりするようになったのである。
さて、ロシア (モスクワ公国)が領土を拡張し、広大な領域をもつ帝国に発展する最初
の対外活動となったのはカザン攻略である。ジュチ・ウルスの後継国家であるカザン・ハ
ン国はカザンを都とし、ヴオルガ川中流域に栄えていたが、16世紀前半には、政権内部で
内紛が頻発し、ロシアの側につく一派とクリミア・ハン国の側につく一派とに分かれ、対
立していた。ロシアの愧儡のハンとクリミア・ハン国の愧儡のハンが交互に即位するよう
な状況の中、1552年にロシアがカザンを攻略し、これを併合したのである。このカザン陥
落を題材にした作品が 5チヨラ・バトウル』である。タマ族の勇士チョラがカザンヘ義勇
の兵として赴き、ロシアの軍隊と戦い、一時は彼らを撃退するものの、最終的には戦死し
てヴォルガ川に沈み、カザンがロシアの手に渡るという内容である。
チョラがカザンのシヤー・アリ・ハンのもとでロシアとの戦いを行った様子は、タター
ルに伝わる『チョラ・バトウル』では、次のように描かれる。なお、シヤー・アリ・ハン
は、数回にわたつて在位したカザン・ハン国末期のハン (在位1518-21,1546,1551-
1552)である。「チョラ・バトウル39はヵザンの町へ行った。そこでバトウルたちと交わ
り、カザンの町を落そうとしているロシアの軍隊と戦おうとしていた。そのときカザンの
町にシャガリ・ハン40とぃぅハンがいた。シヤガリ・ハンはチョラ・バトウルが来たこと
を聞いて、呼び寄せ、敬意を表し、宝庫から外套や鎧、兜、食料などを与え、バトウルた
ちに加わって、指揮した。チヨラ・バトウルをこの日から賞賛した。チヨラ・バトウルは
毎日軍とともに戦い、多くの人々に恐れられた。」41
また無敵のチヨラを是が非でも倒そうとするロシアが一計を条じる様子は次のように描
かれる。
「そのころチョラ・バトウルが敵ロシアUlysと戦っていた。ロシア軍はチヨラ・バトゥル
を殺す方策が見つからず、占星術師にチヨラ・バトウルの死の原因は何かと聞いた。占星
術師は天球儀をみて答えた。「チヨラ・バトウルにロシアの娘が与えられ、その娘から男
の子が生まれれば、その子がチヨラ・バトウルの死の原因となるであろう」と。賢い将軍
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たちはこのことについて相談し、ある娘に美しい衣服を着せ、車に乗せ四頭の馬をつけて、
そばには下女を置いて、チョラ・バ トゥルに嫁がせた。実は、その娘にはチョラ・バ トゥ
ルの子供を宿したら、ロシアに逃げ帰るよう説き伏せてあったのである。娘はチョラ・バ
トゥルのもとに来ると、チョラ・バ トゥルはこの娘がたいへん気に入った。その後長い時
が過ぎ、チョラ・バ トゥルのもとで妊娠した。そして娘は逃げた。ロシアに帰り、男の子
を産んだ」42。
このチョラの息子がやがて立派な戦士に成長し、やがでチョラと戦って父の命を奪うの
である。『チョラ・バトゥル』は、父子の戦いと主人公の死という悲劇的な要素を強く含
んだ代表的作品のひとつであるといえよう。
さて、先に述べたような「具教徒」との戦いというテーマは、ロシアとの戦いを歌う叙
事詩にも流れている。ロシアとの戦いは侵略する「異教徒」からイスラームの世界を守る
ジハードとして位置づけられており、それは『チョラ・バトゥル』では、チョラの決意の
言葉によって示されている。
シヤガリ・ハンのくにのために、サルカニ43の心のために
蒼い駿馬を疲れさせずに、名刀「青い竿」を黒い血で濡らさずに
この異教徒の戦いを目に、このイデル44に沈ませずに
この異教徒が私に出させずに、
(われらの)聖なるモスクを建たせずに、「アッラー」とアザーン45を言わずに
わが望みが叶わずに、戻れようか !戻れようか 146
このような崇高な使命感をもって、ロシアと戦い続けたチョラであるが、物語はチョラ
の死という悲劇的な結末で終わる。「チョラ・バトゥルは敵の兵士の中に入り、彼らを倒
したが、息子だけは殺せずに長い時間がたち、馬の足は赤くなり、立っていられなくなり、
ついに馬はイデルに沈み、チョラ・バトゥルは溺れて死んだ。J47
チヨラの最期の言葉は、次のように述べられる。
カザンにはいくつもの黒い河の流れ、
私は芦の茂る浅瀬に沈んでいく。
深くもなく、浅くもない、
今後の我らのような勇士たちに幸運はない。
そしてカザンという名の町もない48。
チョラの死はカザン・ハン国の死の象徴である。この辞世の句に歌われるように、チョ
ラの戦士とともに、カザンも落ちたのである。これ以後、モスクヮ公国はアストラハン・
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ハン国占領 (1556年)、 シベリア・ハン国征圧 (1582年)、 クリミア・ハン国併合 (1783年)
などを次々と行い、領土の拡張を図つていつた。そしてモスクワ公回は、やがてロシア帝
国という大国へと発展するのである。
18世紀に入ると、ロシアと中央アジアとの関係が急激に深まっていった。先に述べたよ
うに、カルマク (ジュンガル)の中央アジア攻撃によって、中央アジアの人々は疲弊して
いた。カルマクによる被害がとくに厳しかつたカザフでは、小ジュズのアブルハイル・ハ
ンや中ジユズのアブライ・ハンがロシアに臣従を誓ったが、これはジュンガルの攻撃を交
わすための便宜的なものであった。アブライは、ロシアだけでなく、中国 (清朝)へも朝
貢を行って関係を維持し、この二重朝貢によってカザフの自立を確保しようとしたのであっ
た。こうした功績から、アブライはカザフのハンの中でもとくに名君の誉れ高く、現在で
もカザフ人の民族的英雄の一人となっている。そのアブライの生涯と功績を歌った叙事詩
も数多く語り伝えられてきた49。ァブライはロシアとの関係を重視しながら、
ロシアOrysにわが息子 トグムを使者として、
友人になり平和に暮らそうと送つた。
商業で両国がやつていくために、
クズルジャル50とぃぅ町をすぐに整備した。
当時、クズルジャルには宮殿があつた。
アブライのアク・サライ (白い宮殿)と呼ばれていた51
とロシアとの交易を盛んにしようと考えていたことが伝えられる。アブライをはじめ、カ
ザフはカルマクの大きな脅威のためにロシアに接近したのであるが、互いに貿易を盛んに
するということもその主要な目的であったのである。アブライの息子が使者として描かれ
ているが、実際、ハン家一族の子弟が正使として皇帝の元に派遣されていた52。
カルマクの侵攻を背景としたロシアとの関係は、『アルカルク・バ トウル』にも映され
ている。カザフの勇士アルカルクに危険が迫ったときに、友人のタテイがロシアに行くよ
う提案をするが、これを「タテイのこの言葉は知恵あるものだ。この言葉をロシアOrys
の国も同意するJ53と賢明なものであると叙事詩はいう。
しかしこうしたロシアとの関係も、ロシアの影響力が強まるにつれて、必ずしも良好な
ものではなくなっていく。とくにロシア帝国の統治下にある地域では、各地でこれに異論
を唱える反乱がくり返し起こった。たとえば、ウラルのテュルク系民族バシュコルト人は、
帝政ロシア支配下の17世紀後半から幾度も反乱を起こし、いずれも鎮圧されている。これ
には、毛皮や蜂蜜など、ツァーリに納めていたヤサーク (現物税)の取立てが厳しく、困
窮していたという背景がある。その後、1773-75年に起きた「プガチョフの反乱」には、
多くのバシュコルト人が加わった。この反乱の特徴は、中心的役割を担ったロシア人のみ
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ならず、マリ人、ウドムルト人、カルムイク人、チュヴァシュ人、カザフ人など様々な民
族が、また農民を中心に工場労働者や商人など多様な人々が参加したことである。反乱の
首謀者であったプガチョフは皇帝ピョー トル3世の名を踊って、人々を扇動し、民衆の心
をつかんだのだった。
この反乱では、ロシア人に次いでバシュコルト人が重要な役割を演じた。その時の記憶
は、叙事詩の形でバシュコルトの人々に語り継がれてきた。バシュコルト人の反乱指導者
サラワト・ユラエフを主人公とした『ユライとサラワト』には「国を閉ざす海の皇帝との
戦いをはじめた。皇帝の土地をつかむだろう54」 とロシァ皇帝との戦いを始めたことが歌
われる。サラワトがプガチョフを認めて、彼と行動を共にする決意は「その日、サラワト
はブガサウBugisau(プガチョフ)がすべての民に自由と大きな公正を与えた勇敢な勇士
であることと′さから納得し、反乱軍に大砲をといった55」と示される。彼が反乱軍に加わっ
たのは、1773年11月のことであった56。さらに、
サラワトは戦いとともに、工場主との争いとともに。
プガチョフがやってきたら、皇帝の側につくタルハン57を
貴族たちを驚かせ、近くの工場の持ち主を脅しつけた。
すべてをその手に入れたのは、彼である58
とプガチヨフの蜂起が工場主であった貴族など支配層に脅威を与えたことが述べられる。
サラワトは逮捕後、ロシア人の殺害を意図していなかったことを強く主張した59。彼の行
動は単純な反ロシア的行動ではなかったというのであるが、彼が戦うべき相手を工場主や
皇帝、貴族などに見定めていたことは叙事詩にも歌われているのである。なお、ここでい
う工場とは、ウラル地方の製鉄・製銅工場のことである。過酷な労働環境で働いていた多
くの工場労働者もこの反乱に加わり戦ったのである。工場労働者にはもともとその土地で
農業を営んでいた農民で、工場労役に就かされていた者もいた。なお、これらの工場はバ
シュコルト人の土地をJ又用して建設されたものであった。バシュコルト人にとって、工場
はロシアによる迫害の象徴だったのである。
さて、ロシア皇帝に反逆の峰火を上げたサラワトであるが、反乱は平定され、1774年11
月25日、彼自身もついに捕らえられてしまう。その最期は、叙事詩では劇的に伝えられる。
皇帝の軍隊が (サラワトを)包囲した。
馬に乗ることができずにサラワトは
500人の騎兵がやってきても、彼を取り囲んだとしても
手を胸の上に組むことはなかった。
矢筒が尽き、刀が欠けても
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戦いの音が轟いたとき、群れとなった20人を殺し、300人を打ち破った
その後勇士サラワトは捕らえられた。手足に鉄のかせをはめられて。
そしてさらに囚われたサラワトが彼の意思を継ぐものが現れるように願い、その思いを
人々に託したことが歌われる。
サラワトはこう言って、人々と別れた。
「大地を雪が覆い、古い草が色あせても、
陽の差す春の雨が、再び新芽を芽吹かせる。
民のもとからサラワトが去っても、敵が流したこの血潮
民を敵から守らせよ、敵から仇を取らせよ
再び勇士を増やさせよ 1」
'°
このようなサラワトの願いによるものか、反乱平定後、ロシア人が降伏する一方で、バシュ
コルトの人々はしぶとく抵抗を続けたという61。サラワトはその後、監獄で労働を強いられ、
1800年に獄死した62。
ロシアの植民地政策に反対する抵抗運動は、18世紀末からカザフ草原でも頻発した。ス
ルムの反乱 (1783-97年)やイサタイとマハンベトの反乱 (1836-38年)などとともに、
アブライの孫ケネサルが率いた反乱も重要である。1822年に導入された「シベリア・キル
ギスに関する規制」により、カザフ・ハンの統治制度が崩れた結果、カザフ草原にロシア
の統治体制が敷かれた。これを不服とするアブライの息子や孫たちが、ロシアに対して攻
撃を仕掛けるようになった。ケネサルは祖父アブライの後継者を自認し、ハンを自称し、
一連の反乱を指揮した。彼の行つた反乱もまた叙事詩のテーマとなり、語り継がれてきた。
叙事詩には、ロシア支配が進む中、それに従うものを牽制する言葉が歌われる。
低地にはコーカンド (がいるが)、
草原ではロシアOrysが、町の統治者となった63。
(おまえが)ロシアに行って (彼らに)従うならば、
偶像の元で拝むならば/
ケネ・ハンがおまえの平安をとるだろう、
ナウルズバイ64がぉ前に罰を与えるだろう65。
このようにロシアの統治を受け入れないように抵抗を呼びかけたという。偶像の元で拝む
という箇所は、異教徒に屈するということを示しているのだろう。そしてロシアに対して
は、次のように互いに干渉しあわないような提言をする。
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そこでケネサルは言った。
「ペテロパヴェル、クズルジャルを統治したのは一おまえ」と言った。
「ニコライ66にとっての敵は一わたし」と言った。
「われら二人が友になるなら、おまえは私に触れるな、
私はおまえに触れはしない」と言った67。
もっともこのような意見は、ロシア側には受け入れられるはずもなく、ロシアはケネサル
を厳しく弾圧しようとする。そしてケネサルのロシアに対する攻撃が始まった。
ケネがハンの時代、われらは老雄ラクダのように従った。
敵を脅し逃走させ、吹雪く雪のように吹き荒れた。
「アブライ」と叫びながら疾走し、敵の前で駆け回った68。
ロシアの要塞攻撃などケネサルの抵抗行動はある程度の成果を得たが、ロシアの反撃に
会い、弾圧される。ケネサルは逃亡の末、1847年クルグズと戦って、処刑された。ケネサ
ル亡きあとのカザフ社会については、次のように歌われる。
ケネサルがいなくなってから、われらの玉座は空いたまま/
あとに残つた択児の民、国の豊かさはなくなった。
ついにこの社会は、このような状況になってしまった69。
ケネサルに関する叙事詩も、『エディゲ』や [チョラ・バトゥル』のようにソ連時代に
は、公開されることなく、秘匿された。ソ連時代、ケネサルは「平和なアウルを破壊し、
無実の人々を殺害した70」 と批判の姑象となっていた。カザフの人々の間での人気とは裏
腹に、「悪者」とされたのは、エディゲやチョラと同様に、彼がロシアを攻撃したために
ほかならないだろう。
中央ユーラシアの人々の叙事詩は20世紀に入ると、歴史的により具体的な叙述がなされ
るようになった。この時期の代表的な叙事詩として、1916年反乱を描いた叙事詩がある71。
1916年に中央アジアで起こった大反乱の背景には、第一次世界大戦がある。1914年に勃発
した第一次世界大戦には、ロシアも参戦していた。ロシア帝国に組み込まれた中央ユーラ
シアの人々は、その運命をロシアとともにしていた。当時、戦争は長期化し、総力戦の様
相を呈していたが、いわゆる異族人である中央アジアの人々の兵役は免除されていた。し
かし1916年6月に、中央アジアなどの「異族人」に対して後方支援のための徴用令が出さ
れ、19-43歳の男子が戦争のための徴用に駆り立てられたのである。これを不満とする中
央アジアの人々は講義や暴動の形で抵抗運動を各地で起こし、やがてロシア支配に対し異
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を唱える大反乱へとつながっていった。当時の彼らの心情は叙事詩に反映された。
まず、皇帝の勅令が発せられた日のことは、「時は1916年、ニコライ72の勅令を受け取っ
た年。夏の日、6月15日、空は晴れ太陽が輝いた午後73」 と明示される。そして、戦争に
中央アジアの人々が巻き込まれていく様子は次のように歌われる。
脅威が日に日に高まっている、ロシアをドイッが押しやつている
轟く銃が大きな音を立てて、時の終わりが来たようであった。
われら信徒は心休まずにこういう、「故郷へ帰れる日はあるのだろうか」と。
ドイツGemanとロシアReseiとの戦争の間で、
羊のようになって喜捨をしながら言う74。
わが皇帝はドイツと、二年と半年戦った。
二人とも偉大な皇帝。敗れることにはお構いなしで、
互いに倒れぬよう立ちながら。
この戦いは大きな戦い、皇帝の軍隊の下で、
ロシアOrys、カザフ、ウズベク、サルト75、 ェステク76、 ノガイ、 トルクメン
徴用されて生き残るものはなし。
カザフに知らせた、おまえの仕事は望塚でと。
型壕でというその言葉を、われらカザフで信じたものはいなかった77。
叙事詩には、カザフやウズベクなど多くの人々が徴用のため駆り立たされたことが示さ
れ、同時にそれにたいする不信感と不安感が表されている。
われらが皇帝 patshaニコライの幸運は尽きた
自ら横暴をふるい、恐怖を覚えさせた。
皇帝の敵は内から外から増えて、
その目に敵が映り彼の夢は消え去った。/
われらカザフにたいする皇帝の慈悲はない、
植民者の嘲笑に苦しむな。
自由や家畜の所有権がなくなってからは、
豊かな長寿を喜ぶな/
皇帝の侮辱から逃れよう、
生きている限り、皇帝の縛りからもがき続けよう
不幸と災厄が消え去ったと、
死ぬならば、死なぬところへ逃げ出そう78。 (ブザゥバク・アクン「皇帝の運は尽き
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た」)
そしてロシア革命が勃発し、中央アジアも革命の混乱に巻き込まれる。これらの1916年
の反乱を描いた作品は、革命後、帝政期の状況がいかに過酷なものであったかを示すため
に喧伝された側面があり、プロパガング的要素が強調されたことも否めない。叙事詩は、
プロパガングとしての役割も担わされたのであった。
5。 中国
中国も中央ユーラシアの叙事詩にしばしば登場する周辺の「異民族」である。とくに、
中国と関係の深かつたクルグズやカザフなど、中国と接する民族に伝わる叙事詩に中国は
現れる。もっとも中国にたいする呼び名やそれが示す実態は時代や場面によって多様で異
なり、一概に中国という言葉でまとめるべきではないが、ここでは原語を併記しながら、
便宜上「中国」と統一して表し、その名称や意味する姑象については、個別に見ていくこ
とにする。
クルグズの叙事詩 [マナス』に登場する中国の位置はチベット高原の向こう、つまリク
ルグズから見て東にあり、その地はマンジュリアであつたと歌われる。
彼 (マナスのおじ)は中国Qytaiに去って元気になった。
彼の子供は異人として育つことになった。
向かっていつた土地は、マンジュリアMal可uriyaの草原だった。
チベットの向こうの地方であった79。
キタイとは中央ユーラシアで一般的に中国を表し、ロシア語にも「中国」の意味で入って
いる言葉であるが、叙事詩においてこれが具体的に何を指すかについては諸説ある。中国
の国家、中国という地域、中国の人々がそれぞれ文脈によって使い分けられ、具体的には、
10-12世紀の契丹・西遼 (カラキタイ)や17-20世紀の清朝などを示すとされる30。 しか
し、ここではキタイと並んでその土地がマンジュリア、すなわち清朝が興った満州地方で
あると歌われることから、この地域に源を発する清朝を指していると考えるのが妥当であ
るだろう。叙事詩はさらに、
向こうの中心は大都市ベエジンBettin
そこからの知らせによるとこうである。
数え切れぬ民を治めている長、
その皇帝padyshaはエセンカンEsankan。
将軍jangttungから状況を聞き、カルダイ81から情報を聞いた82。
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と都がベエジンなる都市であり、これが北京語の音声に従っていること、エセンハンとい
われる統治者がたくさんの民を統治していることも、ここでいうキタイが清朝の意味で使
われていることを暗示しているといえよう。エセンハンは15世紀のオイラト・ハンをすぐ
さま連想させるが、『マナス』では、エセンハンがカルマク、すなわちオイラトのハンで
はなく、キタイのハンとされていることや、その名称から非漢民族であることが暗示され
ていることから、やはり清朝を指していると見るべきである。
エセンハン率いる中国がクルグズを攻める様子は、次の通りである。
おまえが無邪気にしているとき、エセンハンの勅令を
そこで見てしまった。
統治のすべてを、そこで味わったのであった。
中国Qytaiの偏狭さを、そこで見たのであった。
他に止めることはなかった、この世の侮辱を。
エセンハンの国から、500万もの軍勢が襲ってきた。
粉砕せんと攻めてきた、我らが導く多くの民を。
のんきにしていて追害された、注意をしなかったので斬りつけられた
気をつけなかったので沈んでしまった83。
これはクルグズに清朝が攻め入った時の状況を描いているのではなく、東 トルキスタンを
征月Rしたときのイメージが映し出されていると考えるのが妥当であろう。ノガイ大系やロ
シアに姑する反乱を描いた叙事詩などとは異なり、『マナス』は様々な歴史イメージを取
り込んだ架空の物語である。そこから彼らの社会や周辺地域がどのような見方がなされた
かを読み取ることはできても、それ以上の個別具体的な出来事を抽出するのは容易ではな
いからである。
『マナス』では、自分たちクルグズとキタイとの違いがこう明言される。
ベエジンはどこだ、われらの土地はどこだ ?
(おまえは)中国 Qytaiを自分の支えと考えるのか。
中国はどこだ、われらの民はどこだ ?
おまえはクルグズを敵とみなし、
中国を同胞だと考えるのか。
中国は (おまえを)同胞とは考えない、
もしもそう見なしたとしても、
マナスに対抗するのなら、
「おまえには何も語る資格がない |」84
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叙事詩では、このような強い対抗姿勢が示され、中国 (キタイ)が明らかな「異民族」で
あることを強調されるのである。そして、その姿勢はマナスによる「ベエジン侵攻」とい
う梨空の遠征を生み出し、Fマナス』のクライマックスとして歌われるのである。
ベエジン、すなわち北京への「大遠征」は、1950年代のソ連において政治問題にされた
ことがある。1940年代には、『マナス』は高く賞賛され、「マナス1100年祭」の開催も予定
されるほどであった。しかし、1950年代に入ると、汎イスラーム的かつ封建的性格を持ち、
「誇り高き友好的民族」中国人にたいする憎しみを呼び起こすと強く非難され、「大遠征」
を歌ったテキストの出版は誤謬であったとされて、出版が禁止された85。当時はまだ蜜月
関係にあった中国への過剰な「配慮」もまた、『マナス』批判の理由とされたのである。
その後『マナス』は「名誉回復」をするのであるが、批半Jの理由として中国との現実的関
係が時代の状況に応じて取り上げられたことは興味深い。
中国との戦いが主要テーマの一つとされる『マナス』であるが、先に見た『アルパミ
シュ』におけるアルパミシュとカラジャンとの友情のような「異民族」の人物との友好関
係も作品の重要な要素として描かれる。Fマナス』にはアルマンベトというキタイ (もし
くは、 3章で見たようにカルマク。語り手によって異なる)出身の勇士が登場し、イスラー
ムを信仰し、マナスの片腕となる。彼は『マナス』に不可欠の重要人物で、中国攻撃に一
役買う。「異民族」出身の勇士が作品に欠かせない役割を果たすのは、中央ユーラシアの
叙事詩の大きな特徴であるといえよう。
先にも見た『アブライ』には、アブライ・ハンがロシアと平行して朝貢していた中国に
ついても描かれる。アブライ・ハンが中国 (清朝)と交易をはじめた経緯は次のように描
かれている。
中国Qytaiとの友好に心が動き、わが大使を従わせて送つた。/
Д方が交易を行うために行き来して、
中国からシャウェシェクShaweshekにキャラバンが来るならと。/
アブライは統治者に信書を送った。
使者は許可を得て、通過して、中国の町に入った。
皇帝patsha住む都、北京 Pttinに休まず進んでいった86。
シャウェシェクはカザフスタンの国境から数十キロほどのチョチェク (塔城)である。
ここはチュグチャクやタルバガタイの名でも知られる場所で、中央アジアの交易の要衝で
あった。清朝との関係をもったカザフのスルタンたちは、家畜と布織物、茶などを交換し
た。またカザフは、ロシア・清朝間の貿易を媒介する役割も果たしたのであった87。こぅ
してカザフと清朝との直接の関係が進展したのだが、1830年代には、ロシアがカザフに対
して積極的な姿勢を示すようになったため、清朝のカザフヘの影響力は除かれていった88。
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おわりに
本稿では、叙事詩で敵の「異民族」とされるキジルバシュ、カルマク、ロシア、中国に
ついて、それらがどのような作品にどのように描かれているかを見てきた。様々な時代や
歴史事象が多くの叙事詩作品に反映されており、これらが中央ユーラシア・テユルクの歴
史認識の形成に影響を与えてきたことは想像に難くない。中央ユーラシア・テユルクの多
くの叙事詩は、具体的な歴史的出来事をテーマにした作品にも、架空の人物や出来事をテー
マにした作品にも、実在する「民族」が登場し、歴史的背景を強く意識させる構造になっ
ていることが明らかになった。ここで簡単にいくつかのポイントに整理して、中央ユーラ
シアの人々と「異民族」との関係についてまとめてみよう。
まず、全体的に言えるのは、「異教徒」との戦いというメッセージ性の存在である。チ
ベット仏教徒のカラジヤン (『アルパミシュ』)やアルマンベト (『マナス』)をイスラーム
に改宗させたり、キリスト教徒のロシア (『チヨラ・バトウル』)からカザンを守ることが
戦いの目標とされたりと、カルマクやロシア、中国といつた「異民族」とはまず「異教徒」
であると強調されている。敵のイスラーム改宗や異民族からの防衛は中央ユーラシアの叙
事詩の大きなテーマの一つであるといえよう。
次に、「異民族」と戦う主人公の帰属する集団や敵から守るべき「姑象」についての問
題である。叙事詩に描かれる時代や歴史背景によって、主人公の帰属意識は多様である。
キジルバシュと戦うアデイルは、クリミア・ハン国という国家を背負っていると描かれる。
彼に従うノガイのカラサイはノガイ,オルグという遊牧国家への帰属意識があるからこそ、
クリミア・ハン国と運命を共にすることで、当時弱小化していたノガイの存在感を示そう
としている。『チョラ・バトウル』では主人公がカザン・ハン国を守るためにつまり彼ら
にとって守るべき対象とは、クリミア・ハン国や、カザン・ハン国、ノガイ・オルダなど
の国家である。『エデイゲ』もエディゲが自身の政権を確固としたものにしようとしてい
ることをテーマとしている。
これに対して、Fアルパミシュ』や『コブランドゥ』、Fチョラ・バトウル』では、主人公
がそれぞれコングラト族、キプチャク族、タマ族の出身で、とくにアルパミシュとコブラ
ンドゥはそれぞれの部族 (部族連合)を「異民族」から守るために戦っている。これらの
作品では、部族集団が彼らの帰属意識のよりどころとなっており、国家や政権、あるいは
近代的な意味での「民族」ではない。
そして、Fサラワト』や『アブライ』、Fケネサル』など18世紀以降の比較的新しい時代
を舞台としている作品には、現在の民族意識とも深く関連するような「民族意識」が見ら
れる。層サラワト』ではロシア帝国という多民族国家の中で、バシュコルト人がどのよう
な道を選択すべきかが試され、『アブライ』ではカザフが露清両国と駆け引きをしながら、
周辺のクルグズやウルゲンチ、コーカンドの人々と戦う様子が描かれる。アブライが戦う
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クルグズやコーカンドはカザフにとつては決して異教徒ではなく、その点では、先にあげ
た「異教徒」を「異民族」とみなす考え方とは相容れない。そこにはこれらの「敵」を「具
民族」と見なす「民族意識」の萌芽が見られるかのようである。このような意識は、近代
における「民族」の形成や「民族意識」の覚醒を考える上で、示唆に富むものといえよう。
もっとも『アブライ』にはカザフという「民族意識」と平行して、『エディゲ』にも見ら
れたような、アブライ政権の維持と発展というテーマもあることを見落としてはならない
だろう。
このように中央ユーラシアのテュルク系叙事詩には、様々な「異民族」が出てくるが、
それと対峙する主人公側の意識は、ムスリムであったり、国家や政権であつたり、部族集
団であったり、また現代的な意味での民族とも相通じる意識であったりと多様なのである。
そして注目すべき重要な点は、必ずしも「異民族」が絶対悪として描かれているわけで
はないことである。敵の勇士との友情は作品のテーマのひとつであり、またその勇士は欠
かせない主要な登場人物でもある。ロシアや中国といつた「異民族」との交易などのつな
がりも歌われ、戦うことはあっても、彼らとの関係が必ずしも勧善懲悪という単純な構図
とは限らないことには注意すべきであろう。
本稿では、外敵たる「異民族」として周辺の様々な集団を取り上げたが、もちろん、彼
らと戦った中央ユーラシアの人々が必ずしも「同胞」として一枚岩で団結していたわけで
はない。中央ユーランアの叙事詩のほとんどは、ここで取り上げたような「異民族」を敵
としているが、この地域の中での諸集団同士の関係がいかなるものであったかも注目しな
くてはならない。
「民族」の記憶を伝えてきた叙事詩に描かれる「異民族」が示唆することは多い。「異民
族」との接触がなければ、中央ユーラシアのこれらの叙事詩は生まれなかったことであろ
う。今回概観してきた「異民族」とのかかわりについて、今後さらに掘り下げていく必要
がある。
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